
スウェーデンの首都ス トックホルムの北

約 70キ ロに古い大学イ打ウフ
°
サラがある。柄

物分類学の父 リンネはウプサラ大学で長 く

教鞭をとり、ここで亡 くなった。この街の

やや北はずれに、彼の札ユ物隈|リンネ ・ガー

デンがある①入日は簡素な門(図1)で うっ

か りすると通 り過 ぎてしまうほどで、全体

でも100平 方 lnほ どの小 さな植物園であ

る。5月 1日 から9月 30日 まで一般に公開

されている。

分類学の父 リンネ

リンネは 1707年 5月 23 Llにスウェーデ

ン南部のスモーラン ド地方で生まれた。父

は牧師だったが陳1芸学にも興味があり、 リ

ンネはその影響 もあり、聖職よりも医学の

道を選んだ一― その当時は、有Ft物学 と医学

は密接な関係があり、学問分野としても二

つには分化 していなかった。スウェーデン

南部のルンド大学に入るが、一年でウプサ

ラ大学に転 じ、そこで
｀
植物学者ル ドベ ック

にオ能を認められた。1735年にはオランタ
ヾ

に波 りそこで、「自然の体系 勘sナ2772α %α

r2r紹ビJを 著わし、動 ・植 ・鉱物の 3界 の体

系化を試みた。ここで彼は植物界を体系づ

ける方法、24制分類を発表 した。この方法

は花の雄 しべの数や位置 ・構造を主体 とし

て 24の グルーープ (孫岡)に 分けるため、セク

シャル・システムとも日子ばれた。1741年ウ

分類学の父リンネの植物園

ホL中児市 高 橋 英 樹

プサラ大学の教授 となり、この リンネ・ガー

デンの一隅に移 り住み、ここで
｀
札I物の研究

を進めた。1753年にはあの有名な 「荷仁物の

種 助σびルsクFr F″筋〃ど″777」を|[ | 1放した。植物

の学名がこの出版物を出発点としているこ

とや、ここで
｀
採用された 2名 法が現在でも

学名の付け方の基本となっていることは、

よく矢||られている。

リンネ ・ガーデンの歴史

現イ|:のリンネ・ガーデンはもともと、1655

年頃オロフ ・ル ドベ ンヽクが大学植物園とし

て整備 したことに始まる。その当時 1870～&

類の本直物が植えられ、ほぼ 3分 の 1は 外国

産の本直物だったと言われるのだから、相当

のものである一― 仕!しこの数は梅数 を正

解:に示 したものではなく、色変わりなどの

多数の品構 を含んでいたと考えられてい

る①その後、18押L紀初頭になると1702年の

ウプサラ大火による影響 もあり、荒廃 しは

じめ、172()年代には 300 11rlもないような状

態となった①リンネは 1729年の春に始めて

この本直物同を訪れているから、丁度この頃

であるのここで植物研究を始めたリンネは

オロフ ・ル ドベ ンヽク (同名だが本直物同を倉」

設 したル ドベックの子供)に 認められる。

これが リンネのセクシャル ・システムを作

る出発点 となった。1741年に教授になる

と、この植物園充実に乗 りだし、面積を|11

―― ウプサラのリンネ ・ガーデンーー
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来の 2倍 にし、オランジェリー (温室の一

種)も 建設した。 リ ンネの名声に世界各地

から植物が集まり、約 3000種 にまで増え

た。 リ ンネはここで生きた植物を観察 し続

け、その成果は彼の著書として結実 してい

く。しかし、植7/J同の維持管理は大変だっ

たようで、特にオランジェリーの維持には

苦慮 し、晩年には彼の体力の衰えと共に

ガーデンも求退していく。

1778年 リンネが死ぬ と、忠、子の小 リン

ネ、続いてツュンベ リーが後を継 ぐが、も

ともとこの地が湿 りすぎていて植物の裁培

に適さなかったこと、グスタフ 3世 が宮殿

の庭園を大学植物園としてウフ
°
サラ大学に

寄付 したことにもより、リンネガーデンは

荒廃 し、 単 なる公園となってしまった。

しかし1917年 スウェーデン・リンネ学会

が創設されると、このガーデン復興の事業

が始められた。そして 1950年代には リンネ

の住店やオランジェリー も修復された。現

在では 1学 会が運営するには負担が重すぎ

るとの理由で、ウプサラ大学の管理下にお

かれてお り、実際上は大学植物園で植物の

管理はおこなっているようである。

リンネ ・ガーデンの植物と配置

植物園は入口をはいると前庭 となってお

り、右側にはリンネー家が暮らした家 (現

在は博物館 として公開されている)、左側に

は若か りし頃の リンネの像 (図2)が ある。

全体 としては 18世 紀当時 (図3)を 再現す

るよう工夫されている。前庭を過ぎると正

面にはオランジェ|)―が見え、真ん中の道

をはさんで庭は左右対象の配置となってい

る(図4)。 左右それぞれは トウヒの生垣で

大きくLX_切られてお り、右側は一 ・二年草

の分類花壇、左側は多年草花壇の区酌iと

なってお り、植4勿はもちろん リンネの 24糸岡

分類に従って酉己植されている。植物に付
本
け

られたラベルには 24ネ岡分類による―番号が
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お、ってある (図5)。現在 リンネの 24綱分

類は人為分類 として、通常受け入れられて

いないので、このようなラベルはここ以外

の植物園では見られないという事になろ

う。

さらに真ん中の道を進んでいくと、池(図

6)が ある。そしてその左右には四角いプー

ルがあり、左は川を再現 し(図7)、右側で

は湿地を再現 している。つまりここでは水

環境に関連 した生育地の違いがみごとに表

わされている。ここまでの道の両側に沿っ

ては 18世 紀当時普通に見られた鑑賞植物

カサ直え込 まれている。さらにオランジェ

リーのす ぐ手前向かって右側には秋咲きの

車本花壇が、左側には春咲きの草本花壇が

あり、ここでは開花期の違いが表現されて

いる。

現在、全体 としては 1300種が植えられて

おり、その内約 1000種が分類花壇に柾えら

れている。

この本茂物園はリンネの世界観を本直4/7をと

おして表現 した庭 ともいえよう。雌雄性 と

いう生物の基本にかかわる性質で体系づけ

た区画、生育立地の違いつまり空間により

体系づけた区画、そして開花期の違いを表

現した時間による区画がみごとに調和 して

配置されている。生物は空間的 ・時間的存

在であることがこの庭をみることであらた

めて実感できるのである。

なお正面の建物は昔のオランジェリーを

修復 したものだが、当時のガラス製の温室

部分はなく、植物栽培用には使われていな

い。現在では、オランジェリーの前庭部分

で開店される喫茶店の厨房 として、また日

の長 くなる夏の夜には小さなコンサー トが

開かれたりして (図8)市 民の憩いの場 と

なっている。
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図の説明

図 1、 リ ンネ ・ガーデンの入「J。鉄製の扉

があり、住所は Sttαガあ冴び湾昭a筋%27。

図 2、 入回はいってす ぐ左にある、若か り

し頃の リンネ像。像の足元に見える

のはリンネ時代にあったと推定され

ているポプラの切 り株。

図 3、 「ウプサラ植物同 灯θガ%s の Mアル%―

s為」(1745)中に描かれている、18世

紀当時の リンネ ・ガーデン。

図 4、 入「]より国内を望む。正面にオラン

ジェリー、左右には分類花壇がある。

図 5、 分類花壇に植え込まれているセイヨ

ウオォバコ 仔物%物抑 夕物卿/二.)。

ラベルには第 4制 (ローマ数字で書

かれている)に 属することが示され

ている。つまり4本 の同長の雄 しべ

があるク
ヾ
ループである。そのあとの

アラビア数年はさらにその孫岡内の日

図 6、

1図7、

図 8、

(θガg/)の 番号を示す。

オランジェリーの前のスイレン池。

川を再現 したプール。

夏の夜、オランジェリーで開かれた

コンサー トの後、分類花壇を散策す

る人々。既に夜の 9時 を過ぎている

が、まだ明るい。
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